
子どもの貧困、孤立の状況

○ 子どもの貧困率 16.3％ （約6人に1人）

○ 子どもの就学援助率 12.69%（約8人に1人）

(小学校 13.96% 中学校 12.07% 全国 15.42%)

○ 児童虐待相談件数 5,943件
（前年度比 834件増、16.3%増）
（県センター1,685 件＋市町5,924 件－1,666 件（県市町連携分）＝ 5,943 件）

（資料）国民生活基礎調査厚生労働省平成25 年（2013 年）
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公立小学校、中学校、高等学校の不登校の状況

不登校児童生徒数および在籍率（H26：滋賀県）

①公立小学校
・不登校児童数395人【平成25年度（352人）より43人増加】
・在籍率0.48％【平成25年度（0.42％）より0.06ポイント増加】
②公立中学校
・不登校生徒数1,043人【平成25年度（1,084人）より41人減少】
・在籍率2.54％【平成25年度（2.63％）より0.09ポイント減少】

③県立高等学校（全日制、定時制）

・不登校生徒数 725人 【平成25年度（779人）より54人減少】

・在籍率2.30% 【平成25年度（2.51%）より0.21ポイント減少】

（全日制、定時制別の不登校生徒数および在籍率）

(1)全日制574人（1.9%）【平成25年度より55人、0.2ポイント減少】

(2)定時制151人（18.7%）【平成25年度より 1人、0.3ポイント増加】

不登校の定義（平成10年度より）
何らかの心理的、情緒的、身体的、あるいは社会的要因・背景により、児童生徒が登校しないあるいは
したくともできない状況にあって、年間30日以上欠席した者（ただし、病気や経済的理由等によるもの
を除く）。

（資料）平成26年度児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査


